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序論 海岸保全基本計画策定にあたって 
 
１．豊後水道東沿岸の概要 
 

豊後水道東沿岸は、高知県足摺岬から愛媛県佐田岬に至る

四国西部の豊後水道に面した沿岸である。沿岸の内、足摺岬

から叶崎、大堂海岸にかけては海食洞窟や断崖海岸がみられ、

宿毛湾から佐田岬にかけては典型的なリアス式海岸が続いて

いる。また、足摺岬から宇和島市にかけては足摺宇和海国立

公園に、佐田岬周辺は佐田岬半島宇和海県立自然公園に指定

されるなど、変化に富んだ美しい景観を呈している。 
 
全般に自然海岸率が高く、天然記念物である「見残湾の造

礁サンゴ」（県指定）に代表される豊富なサンゴ群集が存在し、

熱帯、亜熱帯性魚類等の生息域としても貴重な地域となって

いる。 
 
沿岸域では、国内屈指の生産量を誇るハマチ、マダイ、真

珠などの養殖が盛んであり、重要港湾の宿毛湾港や宇和島港

は、四国南西部の産業振興、流通の拠点としての役割を担っ

ている。また、足摺宇和海国立公園の美しく勇壮な風景と亜

熱帯性のゆたかな自然環境、それらを利用した観光地は全国

的に有名であり、四国でも有数のダイビングスポットとなっ

ている。 
 
一方、南西に開けた宿毛湾や台風の通り道となっている豊

後水道では、外洋からの風波や高潮の影響を受けやすく、し

ばしば被災している。また沿岸域では、南海地震に伴う津波

により、繰返し浸水被害を受けた地域もある。 
 
このように、豊後水道東沿岸は、豊かな自然環境を活かし

た観光・レクリエーション拠点や漁業の場として広く利用さ

れている。一方、南海地震に伴う津波による災害や台風時の

高波による災害の危険性が高い地域も多い。このため、貴重

な自然環境の保全と利用に十分配慮した防災対策の強化が必

要な沿岸である。 

足 摺 岬 

見残湾の造礁サンゴ

佐 田 岬 

 

高山漁港海岸 

ウィンドサーフィン（御荘湾） 


	１．豊後水道東沿岸の概要

